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１.　事業活動の概要

１） 事業所名及び代表者氏名
　中井エンジニアリング株式会社
　代表取締役社長　　中井　正幸
ＥＡ２１代表者
　専務取締役　　中井　正弘

２） 所在地
・ 本　　　社 　大阪府大阪市中央区淡路町４-４-１５

・ 大阪導管営業所（緊急保安センター）
　大阪府大阪市平野区加美北２-１-４３

・ 北部導管営業所（ＭＣセンター､溶接事業所､研修開発センター･検査センター、

　大阪府茨木市上郡１-１-６ リビング営業室)

・ 東部導管営業所 　大阪府門真市岸和田４-１０-１４
・ 兵庫導管営業所 　兵庫県西宮市西宮浜４-１-３８
・ 京滋導管営業所（京滋工事事業所）

　京都府京都市右京区梅津南広町５０-１
・ 南部導管営業所   大阪府泉佐野市葵町４-５-３０
・ 南部設備営業所   和歌山県和歌山市宇須４-４-１０
・ 設備部 　大阪府吹田市江の木町３６-６
・ 関東営業所 　埼玉県三郷市谷口５６７－２
・ 東京営業所 　東京都荒川区西日暮里2-25-1-403
・ 神奈川営業所 　神奈川県横浜市港北区新横浜2-4-15-5階
・ 中井エナジーテック㈱　大阪府茨木市上郡１-１-６

３） 環境管理責任者氏名
　環境管理責任者 藤井　英樹

(連絡先） TEL　06-6203-5461
FAX　06-6201-1898

４） 事務局担当者氏名
　担当者 塚本　玲夢

(連絡先） TEL　06-6203-5461
FAX　06-6201-1898
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５） 事業活動の内容
ガス配管･ガス設備工事及びガス機器販売（営業活動･設備工事･
土木工事及び施工管理･監督業務）､道路舗装工事

　　※大阪ガス指定工事会社

　　※特定建設業（土木･建築･管･舗装･水道施設）

 　　　国土交通大臣　許可（特－1）　第3355号

　　※一般建設業（消防施設）

 　　　国土交通大臣　許可（般－1）　第3355号

　　※各自治体指定給水装置工事事業者

　　※各自治体排水設備等指定工事店

６） 事業の規模
・ 中井エンジニアリング株式会社　全社

2019年 2020年 2021年 単位

17,403 18,264 17,973 百万円

412 436 476 人

10,877.1 11,479.4 11,479.4 ㎡

７） 事業年度 ４月　～　３月

活 動 規 模

完 成 工 事 高

従 業 員 数

延 床 面 積
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大阪導管営業所

（緊急保安ｾﾝﾀｰ）

京滋導管営業所

（京滋工事事業所）

内部監査チーム

所　　員EMS推進担当所　長

北部導管営業所（MCｾﾝﾀｰ､
溶接事業所､研修開発ｾﾝﾀｰ･
検査ｾﾝﾀｰ、リビング営業室、
中井エナジーテック㈱）

EMS推進担当 所　　員

EMS推進担当 所　　員

EMS推進担当 所　　員

EMS推進担当 所　　員

EMS推進担当 所　　員

EMS推進担当 所　　員

所　　員

EMS推進担当 所　　員

EMS推進担当 所　　員

中井ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社　ｴｺｱｸｼｮﾝ21実施体制

所　長 EMS推進担当

東部導管営業所 所　長

代
表
者

中
井
　
正
弘

環
境
管
理
責
任
者

藤
井
　
英
樹

兵庫導管営業所 所　長

南部導管営業所 所　長

所　長

所　長

所　長

EMS推進担当 所　　員

南部設備営業所 所　長

関東営業所 所　長

設備部

EMS推進担当 所　　員

本社 総　務　部　長

事務局 事　務　局　長 事務局担当

東京営業所 所　長

神奈川営業所
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EA-6-02(体制)

承認 作成

役割・責任・権限
　　作成日：　平成18年　8月 15日

　　改訂日：　平成28年　4月  1日 環境管理責任者 EMS推進事務局

Ⅰ　代表者

①環境経営の統括責任を持つ

②環境管理責任者を任命する

③環境経営システムの実施に必要な人員･設備･費用を適切に準備する

④環境方針を定め､誓約する

⑤代表者による全体の評価と見直しを行なう

Ⅱ　環境管理責任者

①環境経営システムを構築し､管理する

②環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を定期的に確認･評価し､

 　代表者に報告する

③環境関連法規等の遵守状況を確認する

④取組･実施状況に問題がある場合､是正処置と必要に応じて予防処置を行なう

⑤環境管理委員会を招集する

Ⅲ　ＥＭＳ推進事務局

①環境管理責任者の補佐を行なう

②ＥＡ21関連書類の作成を行なう

③環境活動実績データのとりまとめを行なう

④取組･実施状況の確認を行なう

⑤事務局長はEMS推進連絡会を招集する

Ⅳ　環境管理委員･各部門長

①管理範囲内における環境経営システムの運用を行なう

②管理範囲内における環境方針の周知を行なう

③管理範囲内の構成員に対する教育訓練を行なう

④管理範囲内における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を定期的に

　 確認し､環境管理責任者に報告する

⑤管理範囲内において取組･実施状況に問題がある場合､是正･予防処置を行なう

Ⅴ　ＥＭＳ推進担当･各部担当者

①自部門の部門長の補佐を行なう

②自部門における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を随時確認し､

　 記録を採り､自部門の部門長に毎月報告を行なう

③環境活動実績データを採り､ＥＭＳ推進事務局に報告を行なう

Ⅵ　工事現場環境管理者
①工事現場における環境経営システムの運用を行なう
②工事現場における環境方針の周知を行なう

Ⅶ　一般従業員
①環境方針の理念を理解し､環境目標達成に向けて環境活動計画を実践する
②環境に関する法規制･条例及び大阪ガス（株）環境方針､その他の要求事項を遵守する
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２． 環境方針

環 境 基 本 理 念

　　中井グループは､事業活動を通じて積極的に環境保全に努めます

環 境 方 針

　　中井エンジニアリング株式会社は､｢お客様のご満足第一｣を
　旨とし､環境との調和･環境保全･安全施工に全社一丸となって
　取り組み､環境にやさしい天然ガスを､お客様に安全に使って
　頂ける設備を､提供していきます｡

　　事業所及び工事現場において､事業活動に伴う環境への
　負荷の削減に努め､継続的･向上的な環境改善に取り組みます｡

　　事業活動に伴う環境への負荷を低減するために､以下の環境への
　取り組みを行います｡
　① 地球温暖化への対策として､省資源･省エネルギー化の推進に

取り組みます｡
　② 廃棄物の削減･リサイクル･掘削土の排出抑制及び節水に

取り組みます｡
　③ 化学物質の使用量及び取扱い方法の管理をします。
　④ 環境配慮製品の販売などを通じて､社会環境の改善に

取り組みます｡
　⑤ 環境に関する法規制･条例及び大阪ガス(株)環境方針､その他の

要求事項を遵守します｡
⑥ この環境方針は､全社員･協力業者に周知徹底し､全社一丸と

なって環境活動に取り組みます｡

　代表取締役社長

　　　専務取締役

制定日：平成25年 4月 1日
見直日：令和 2年 5月26日

 

-6-



３． 環境目標と その実績

①事業所編

　2021年4月～
2022年3月　

※1

基準年-％ 基準年-1％ 基準年-2％ 基準年-3％ 基準年-4％

基準年-％ 基準年-1％ 基準年-2％ 基準年-3％ 基準年-4％

基準年-％ 基準年-1％ 基準年-2％ 基準年-3％ 基準年-4％

基準年-％ 基準年-1％ 基準年-2％ 基準年-3％ 基準年-4％

基準年-％ 基準年-2％ 基準年-3％ 基準年-4％ 基準年-5％

基準年-％ 基準年-3％ 基準年-4％ 基準年-5％ 基準年-6％

年間目標売上
台数に準ずる

年間目標売上
台数に準ずる

R3年度目標
+1台

R3年度目標
+2台

R3年度目標
+3台

※１

※2

※3

②工事現場編

　2021年4月～
2022年3月　

※1

削減量 削減量 削減量 削減量 削減量 削減量 削減量

1,473.6 1,009.8 2,995.5 1,009.8 1,019.8 1,029.9 1,040.0

年間予想工事
受注量を考慮

年間予想工事
受注量を考慮

Ｒ3年度目標
+1％

R3年度目標
+2％

R3年度目標
+3％

購入量 購入量 購入量 購入量 購入量 購入量 購入量

1,056.96 1,056.96 585.60 1,056.96 1,046.39 1,035.82 1,025.25

2020年度
購入量

2020年度
購入量

2020年度
購入量-1％

2020年度
購入量-2％

2020年度
購入量-3％

※１

※２ 非開削工法では､掘削土及び建設廃棄物（コンクリート･アスファルト塊）は殆ど発生しない｡

※３ 目標値の設定については年間予想工事受注量を考慮して設定する。

※４ 施主様の意向により適用が左右される為目標に関しては前年度購入量を基準値として設定する。

削減目標は設定せず、使用量を管理する。減らしていいものではない。

基準年については､前年度を採用しています。

目標

掘削土の削減
(非開削工法の推進)

(ｍ3) ※2　※３

ガスで発電（天然ガス中の水素と空気中の酸素から水を生成する過程で電気が発生：水の電気分解の逆）､その時に発生す
る熱でお湯をわかす｡副産物（水）も無害で､また熱も有効利用するので環境配慮製品である｡

114

化学物質使用量の管理
(シャトルライニング液)

（ｋｇ）　※4

202４年

202４年

実績 目標目標 目標 目標

環境配慮製品の販売
（ｴﾈﾌｧｰﾑの販売）（台）

※3

147 111 118

基準年の
実績値

11,567 11,220 9,542

111 112 113

2021年
(R3)

2022年 2023年

10,87311,220 10,988

基準年については､前年度を採用しています。

電力消費量のCO2排出量換算には､調整後排出係数　関西電力0.418ｋｇ-CO2/ｋＷｈ、大阪ガス電気0.389ｋｇ-CO2/ｋＷｈ、
東京ガス電気0.371ｋｇ-CO2/ｋＷｈ（全てH29年度）を使用しています｡

廃棄物の削減
（ｔ）

32.38 31.40 33.42 30.44

11,104

31.40 31.08 30.76

水使用量の削減
（m3）

344,778 341,260

CO2排出量
（換算値）（ｋｇ-CO2）

※２

1,383,318.1 1,369,484.9 1,324,780.4

CO2の
削減
項目

834,873

ガス消費量
（m3）

電力消費量
（ｋWh）

1,327,985.31,369,484.9 1,355,651.7 1,341,818.5

ｶﾞｿﾘﾝ消費量
（ℓ）

97,949

351,815 348,296 337,598 348,296 337,742

98,948 88,463 96,949

目標

95,950

826,266852,087 843,480

98,948

860,694 852,087 885,391

99,948

基準年の
実績値

2021年 2022年 2023年

目標 実績 目標目標目標
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消費量等実績（直近５ヵ年）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

736,414 
779,711 777,576 

890,071 885,391 

電力(kWh)

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

96,164 

87,091 86,951 

99,948 

88,463 

ガス(m3)
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消費量等実績（直近５ヵ年）
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100,000
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200,000

250,000
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350,000
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270,236 

283,840 

351,815 
337,598 

ガソリン( L )

0.0

200,000.0

400,000.0

600,000.0

800,000.0

1,000,000.0

1,200,000.0

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

1,172,911.8 1,224,736.1 
1,155,462.9 

1,383,318.1 1,324,780.4 

ＣＯ２排出量(kg-CO2)
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消費量等実績（直近５ヵ年）
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消費量等実績（直近５ヵ年）
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エネファーム販売(台)
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2,995.5 

非開削工法(掘削土削減：m3)
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４． 主要な環境活動計画の内容

①事業所編

･昼休み､退社時には消灯を徹底する｡

･残業時は､照明の点灯は必要最小限にする｡

･会議室･作業員控え室･トイレ･給湯室･倉庫等の照明は､退室時に消灯する｡

･冷暖房温度設定を適正化する（冷房28℃､暖房20℃）｡

･長時間の離席や不在の時はパソコンの電源を切る｡

･定時退社日を徹底する（ノー残業デー及び残業以外の居残りの禁止）｡

･冷暖房温度設定を適正化する（冷房28℃､暖房20℃）｡

･定時退社日を徹底する（ノー残業デー及び残業以外の居残りの禁止）｡

･ファンヒーターの使用を適正化する｡

･アイドリングストップを徹底する｡

･急発進･急加速を抑制する｡

･車両整備（タイヤ空気圧調整･オイル交換等）を適正に実施する｡

･走行ルートの合理化を検討する｡

･分別回収ボックスを事務室内に適切に配置し､個人ごみ箱を減らす｡

･ゴミになる物の持ち込みを抑制する｡

･持ち込んだ使い捨て弁当殻､新聞､雑誌等は持ち帰る｡

･物品の購入に際しては､可能な限り詰め替え可能な製品を選ぶ｡

･使用済み用紙の裏面使用を図る｡

･両面コピーの徹底と､縮小印刷機能の活用に努める｡

･コピー機やプリンターの周辺にミスプリントの回収箱を設置する｡

･ミスプリントをなくす為､コピー機使用後は必ずリセットする｡

･定期的に漏水の点検をする｡

･節水意識向上の呼びかけを行う｡

･エネファームの販売拡大を行う｡

②工事現場編

･自社独自で非開削工事延長の目標を設定する｡

･自社の非開削工事延長の目標を達成する｡

･月別の非開削工事延長の進捗管理を行う｡

◇エネファーム◇ ◇非開削工法◇

都市ガスを原料に発電し、その時の排熱を 小さな立抗からモグラのように推進してトンネル

給湯に利用する家庭用ガス設備 を形成し、ポリエチレン管を引込んで敷設する工事

自然災害時のレジリエンス向上

（電力供給）にも役立つ

掘削土
の排出
抑制

非開削工法の
推進

CO2の
削減

電力
消費量の削減

ガス
消費量の削減

ガソリン
消費量の削減

廃棄物の削減

水使用量の削減

環境配慮製品の販売
（エネファームの販売）
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５． 環境活動結果の評価（事業所編）

結　果 評　価
【評価：×】

【評価：〇】

【評価：〇】

【評価：×】

【評価：〇】

【評価：〇】

目標を達成出来ていません｡

達成率　96.1％

達成率　93.6％

目標を達成しました。

達成率　115.0

廃棄物の削減

目標を達成出来ていません｡

電力消費量の削減

目標を達成しました。

　お客様の減少傾向もあるが、採用して
いただけるお客様も減少している。目標
と実績の差が大きい営業所について
は､今年度実績に基づき次年度目標値
を設定｡

達成率　105.9％

達成率　103.1％

　大阪導管営業所・兵庫導管営業所・
本社において目標未達成｡他部署にお
いては目標達成｡

　大阪導管営業所・南部設備営業所に
おいては目標未達成｡他部署において
は目標達成｡

水使用量の削減

ガス消費量の削減

ガソリン消費量の削減 　全営業所において達成しました。

目標を達成しました。

達成率　110.6%

環境配慮製品の販売
（エネファームの販売）

目標を達成しました。

　設備部においては目標未達成｡他部
署においては目標達成｡

　今後も､省エネ等を継続して､ガス消費
量の削減に努めて参ります｡目標と実績
の差が大きい営業所については､今年
度実績に基づき次年度目標値を設定｡

　今後も､節水等を継続して､水使用量
の削減に努めたいと思います｡目標と実
績の差が大きい営業所については､今
年度実績に基づき次年度目標値を設
定｡

　目標と実績の差が大きい営業所につ
いては､今年度実績に基づき次年度目
標値を設定｡

　今後も､節電等を継続して､電力消費
量の削減に努めて参ります｡目標と実績
の差が大きい営業所については､今年
度実績に基づき次年度目標値を設定｡

　一部の営業所において､ダブル発電を
行っています（発電量は､前年度とほぼ
同じ）｡

北部導管営業所・兵庫導管営業所・設
備部・東京営業所において目標未達
成｡他部署においては目標達成｡

　大阪導管営業所・北部導管営業所･
兵庫導管営業所・南部導管営業所にお
いて目標未達成｡他部署においては目
標達成｡

　今後も､エコドライブ等を継続して､ガソ
リン消費量の削減に努めて参ります｡目
標と実績の差が大きい営業所について
は､今年度実績に基づき次年度目標値
を設定｡

-13-



５． 環境活動結果の評価（工事現場編）

結　果 評　価
【評価：〇】

化学物質(シャトルライニング液)については使用料を管理している。

掘削土の排出抑制
（非開削工法の推進）

目標を達成しました。

　全営業所において達成しました。

　非開削工法が可能な現場について
は､確実に非開削工法を採用して目標
達成に努める。次年度目標値について
は次年度の工事受注量に基づいて設
定｡

達成率　166.3％
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６． 環境関連法規への遵守､訴訟等の有無

１)　主な法規制

･CO2の削減（エコアクション21の取組）

･産業廃棄物マニフェストの管理
･廃棄物保管場所への掲示板設置

･発注者の知事への届出資料の準備と報告

･指定再利用促進製品（パソコン等）の適正処分

･テレビ､洗濯機､冷蔵庫､エアコンの適正処分
（廃棄時にリサイクル券の入手）

･使用済自動車の適正処分
（購入時の自動車のリサイクル券の確認）

･携帯電話及びデジタルカメラ等の適正処分

・簡易点検（製品外観の目視確認等）、記録、保存

・定期点検（専門家による点検）、記録、保存

・業務用空調廃棄時の適正業者への引き渡し、

 規定書面の発行・受取(廃棄後3年間記録保存)

･労働者への危険及び有害性の告知
（ＳＤＳ情報の掲示･ラベル表示）
・リスクアセスメントの実施と結果の周知
・施錠管理、表示（医薬用外劇物）

･現場での地域環境保全に適正な工事
（低騒音・低振動型の建機使用等）

･消火訓練の実施､消火設備の維持管理等

･車種規制適合車等の使用義務

･掘削土の発生抑制･リサイクル
･省エネルギーと温暖化ガスの発生抑制
･省資源と廃棄物の発生抑制･適正処理

２）違反､訴訟等の有無
自社における環境関連法規への違反はありません｡
過去に､関係機関からの違反等の指摘もありません｡
訴訟等を受けたことも､一切ありません｡

※環境経営レポート次回発行予定日：令和　5年　7月

大阪ガス（株）環境方針 適　・　否

労働安全衛生法 適　・　否

騒音規制法
振動規制法

適　・　否

消防法 適　・　否

大阪府生活環境の
保全等に関する条例

適　・　否

特定家庭用機器
再商品化法

（家電リサイクル法）
適　・　否

使用済小型電子機器
等の再資源化

（小型家電リサイクル
法）

建設工事にかかる資材
の再資源化等に関する
法律（建設リサイクル法）

使用済自動車の再資
源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

適　・　否

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

（廃掃法） ・知事に毎年6月末でマニフェスト交付状況等報告書を提出

適　・　否

適　・　否

資源の有効な利用の
促進に関する法律
（改正リサイクル法）

適　・　否

毒物及び劇物取締法
（毒劇法）

適　・　否

適　・　否

フロン類の使用の合理化及
び管理の適正化に関する
法律（フロン排出抑制法）

適　・　否

法律名 内　容 遵守状況

地球温暖化対策の
推進に関する法律

適　・　否
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７． 会社周辺地域の美化活動

　中井エンジニアリング株式会社では､各営業所で定期的に周辺清掃等の
美化活動等を行い､地域環境の保全に積極的に取り組んでいます｡
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８． 代表者の全体評価と見直し・指示の結果

『目標達成項目と未達成項目についての評価』

目標比：（実績値ー目標値）の目標値に対する比率

・CO2排出項目
　ガス消費量：目標比10.6％（10,485m3）達成
　ガソリン消費量：目標比3.1％（10,698L)達成
・CO2排出項目以外
　水使用量：目標比15％(1,678ｍ3)達成
　製品販売：目標台数の7台増(6.3％)販売
　掘削土抑制：目標比103.3％(1985.7ｍ3)達成

全ての項目が一部のサイトにおいて未達成でした。
・CO2排出項目
　電力消費量：目標比3.9％(33,304kWh)未達成
・CO2排出項目以外
　廃棄物排出量：目標比6.4％(2.02ｔ)未達成

《改善》

＜まとめ＞

　今年度はＣＯ２排出削減項目については、電力消費量が目標未達成でした。また廃棄物排出量も
未達成でした。原因の追究、従業員の意識改革を行い、目標達成に努めて参ります。
　本年度も前年に引き続き、社内書類の電子化がより一層進んでおります。会議時は大型モニター
やタブレット端末の利用、社内申請書類もほとんどが電子申請に置き換わり、紙を排出しない、保管
場所を取らない体制が整いつつあります。
　コロナウイルスについても人命の確保を優先しつつ、従業員が業務改善に努め､継続的に環境活
動及び環境負荷低減を目指して社会貢献を進めてまいります｡

EA21代表者
専務取締役　　中井　正弘

【目標達成項目】

＜未達成要因＞

【未達成項目】

１．各営業所においてコロナウイルス感染防止対策により、会議室等を執務として継続使用。
２．急激な気候変動に伴うエネルギー消費設備の使用開始時期の早期化。
３．執務室の増設に伴い、不要物の整理が活発に行われた。

１．未達成要因目標の管理条件を見直して､目標値の見直しを行うこと。
２．無理のない範囲で省エネ・節電を心がけ、消費量削減に努めること。
３．コロナ渦おいても高い意識を持って消費量削減に努める。

令和4年9月20日
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